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平成 31 年２月２０日 

平成 30 年度 武蔵野市立関前南小学校 学校評価報告書 
【評価 Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：達成がやや不十分である Ｄ：達成が不十分である】                                       校長名 加藤 聖記 

項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

し
っ
か
り
考
え
る
子 

【教務】 

教育課程の適正な実施・進

捗管理 

 授業時数管理、年間指導

計画・評価計画の改善、 

学期末ごとに授業時数調査を行い、どの教科も標準

時数を下回ることなく確実に実施できる見通しであ

る。「年間教育計画や授業改善推進プランを毎年作

成しているか」「実践しているか」は、若干低めで実

践を強化する必要がある。 

Ｃ 

何を行うかではなく、どんな力を育成

するかを明確にし、そのねらい達成の

ためにどのような指導を行えばよいか

を考えて児童・学校・地域の実態に合

ったカリキュラムデザインを行う。 

年間指導計画は、新学習指導

要領や移行措置に合わせて、作

成・評価・改善をよろしくお願い

したい。 

地域を柱に教育を考えているの

は良い。 

カリキュラムデザイン、教科横断

的につながっているのが良い。 

中学生のポスターセッション等、

すばらしかった。中学校と連携し

て力を育てるとより効果的に育成

できると思う。 

【研究推進】 

校内研究を通して、主体的・

協働的に課題解決できる児

童を育成する。 

校内研究「主体的・協働的に課題解決する教育課

程の工夫」の体育科研究授業を通して、主体的・協

働的な学びに向けて授業改善が進んだ。 Ｂ 

来年度の研究発表会に向けてさらに

研究を進めるとともに、研究のまとめを

行っていく中で、他教科や日常化を

図る。 

【保健・特別支援】 

基本的生活習慣と正しい姿

勢の定着。 

個に応じた支援のために、

全教職員の共通理解と組織

的な支援体制 

「姿勢すっきりタイム」や「生活リズムカード」の取組に

より、学習に向かう基礎となる生活習慣や姿勢は概

ね達成された。 

専門家スタッフや派遣相談員、ＳＣ、特別支援教室

や個別支援教室の教員との連携や制度活用ができ

た。 

Ｂ 

キャンペーン等を実施することに追わ

れることなく、確実に指導することに重

点を置く。 

より個に応じた支援ができるように、組

織の改変・活性化を図る。 

【特別活動」 

自分たちの学校生活をよく

するために話し合う活動を

通して、課題解決する力を

養う。 

特色ある教育活動のねらいは達成されたが、「前年

踏襲ではない工夫した提案」に関してはやや低く、、

例年通り行事をこなすことに力が割かれた。「学級活

動は充実している」についても若干低めで、学級活

動に充てる時間が十分にないことが課題である。 

Ｃ 

行事等をこなすための学級活動では

なく、課題解決する力を養う活動の時

間を確保する。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

地域に根差した教育課程を目指し、現在進めている総合的な学習の時間・生活科を中心としたカリキュラムデザインを「武蔵野市民科」を実践することを通して推

進してカリキュラムマネジメントを図り、教員の指示を受けて動くのではなく、自分で考えて動ける子供を育成する。 
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項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

す
な
お
で
や
さ
し
い
子
ど
も 

【生活指導】 

自他ともに大切にするた

めに児童一人一人の豊

かな心の育成に努める。 

「いじめ防止基本方針」を策定し、いじめは絶対にいけないも

のであると認識させた。 

言葉遣いについて考えさせる機会を設定し、友達とのよりよ

い関係づくりのための話し方について考えさせたり、あいさつ

運動を行ったりした。「あいさつ」の保護者や児童の評価は肯

定評価がほぼ８割だが、教員の評価は他の項目から比べる

と低く、とまだ指導が不十分と感じている。 

「スマイルキャンペーン」として廊下の右側を静かに歩くことを

徹底させることを通して、規範意識を高めることに取り組ん

だ。「決まりを守る」は、保護者の 75%や児童の 85%が肯定評

価だが、教員の評価は低く、なぜその決まりが必要なのかを

しっかり理解させる指導が必要。 

Ｂ 

「学校が楽しい」の否定度０％

を目指す。「いじめ防止基本方

針」の共通理解・見直し・改善、

「いじめ問題対策委員会」の活

性化・組織的対応、日頃からの

きめ細かい児童観察・聞き取り

に務める。 

あいさつや言葉遣いについて

は、キャンペーンを行うことや振

り返りカードを書くことだけでは

なく、意義を考えさせる指導を

行う。 

関前南小の子供たちは中学生

になっても恥ずかしがったり照れ

たりせず、大きな声でよく歌う。 

 

 

いじめのない学校への取組とし

て、互いの良さを認める教育に

取り組んでほしい。 

【道徳】 

考え・議論する道徳への

転換を図り、「特別の教

科道徳」の授業改善を図

る。 

「道徳の年間授業時数を確保している」「考え、議論する道徳

に向けて授業を改善している」の教員評価はおおむね良好

であったが、「児童に道徳性(規範意識、思いやりの心、公正

公平な態度、公徳心等)が育っている」の教員評価は低い傾

向があり、「子供たちは地域できまりを守って生活している」の

地域評価は肯定評価 6 割と、まだまだ成果として表れるよう

育成を図る。 

Ｃ 

きまりを守ることは、他者を思い

やることであることに気付かせ

る指導を道徳授業を中心とした

すべての教育活動の中で実践

する。 

「楽しく生活したり学習したりし

ている」の児童肯定率が１００％

となることを目指す。 

地域評価で、「決まりを守る」の

否定評価の具体的なことは、自

転車の乗り方ぐらいで特に記述

や報告はないが、「わからない」

が多い。良い活動をしていても

地域には見え辛いことが多い。

積極的な広報活動を。 

学級活動、教師から言われてや

るのではなく、自分たちの生活・

学級をよくするために話し合い、

課題解決していけると良い。 

【特別活動】 

異学年交流を通して、思

いやり助け合う態度や望

ましい人間関係を作る。 

ふれあい班活動で、高学年がリーダーシップを発揮して下級

生をリードした。楽しく活動することを通して、上級生が下級

生を思いやる場面が多く見られた。児童の約 85%が「友達の

気持ちを考えて優しくしている」と回答。 

Ｂ 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

 いじめのない学校への取り組みとして、いただいた意見を教員へも伝え、子供たちが互いの良さを認め合う授業や日常的な道徳教育を推進すｔる。 



- 3 - 

 

項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

元
気
な
子
ど
も 

【校内研究】 

運動の楽しさを味わわせ、

主体的に取り組む姿勢と体

力向上を図る。 

校内研究もまだ授業研究のレベルではあるが、新学

習指導要領で定められている教育観についてや協

働的な活動を通して学習を深めたり広げたりすること

の重要性の理解は進んだ。今年度中に新年度に向

けての指導計画・評価計画を見直し、改善すること

になった。今年度当初は、数年前に作成した指導計

画をそのまま使い続けていることに疑問をもたない教

員が多くいたことから考えると、授業力向上に向けて

の基礎がかなり育ったと言える。 

Ｃ 

研究主任担当主幹への指導・助言を

するとともに、来年度の研究発表に向

けての準備を通して、授業力向上を

図り、体力向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域とのパイプづくり、連携の在

り方を積極的に考え取り組み、

学校と保護者・地域のネットワー

クを強化してもらいたい。 

【特色ある取組】 

【体力向上 一校一取組】 

 関前場所(相撲大会) 

 関ランタイム（持久走） 

 関リンピック(縄跳び大会) 

関前場所では力強い動きを持続する能力を高め、

挑戦する姿勢や勝敗を超えた礼節を重んじる態度

の育成を図った。また、関リンピック、関ランタイムを

通して、体力向上や運動の習慣化を図った。 Ａ 

教師評価の「取り組ませているか」「ね

らいは達成できているか」は肯定評

価、児童評価「休み時間は外で元気

に遊んでいる」も肯定評価９割と、学

校内での体力向上や運動の習慣化

の取り組みは成果を上げている。より

効果的に改善しつつ継続する。 

【保健】 

基本的生活習慣と正しい姿

勢 

家庭との連携 

毎学期（５・９・１月）に基本的生活習慣（ハンカチ・テ

ィッシュの携帯、姿勢）、生活リズム(睡眠、排便)につ

いてのカードを使って意識付けを行った。また、その

取り組みにより生活リズムについての家庭啓発がで

きた。 
Ｂ 

「ハンカチ・ティッシュの携帯の徹底」

の教員評価 2.57。 

家庭での体力向上や運動の習慣化

やそれを支える生活習慣についての

質問項目を入れ、さらなる家庭啓発を

図り、連携して体力向上や運動の習

慣化を図る。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

 基本的な生活習慣や日常的な運動習慣は、保護者・地域との連携が不可欠である。子供の体力づくりだけでなく、学力向上にも道徳性育成にも同様である。新

学習指導要領で求められている学力観や学校の目指していることを理解いただく広報活動を行う。また、啓発を図り、学校・保護者・地域が連携して子供の教育に

取り組んでいけるように、青少協・防災懇・おやじの会等とのネットワークを強化する。 

 


